



ジー編 『ベルクソンと神経科学』 Philippe Gallois et
Gérard Forzy （dir.）, Bergson et les neurosciences, Les













Philippe Gallois et Gérard Forzy （dir.）, Bergson et les neurosciences, Les 
















































































の理論の内実についての考察を見ていくこととし（この考察は MM 二・三章に関わる）、2.3 で、
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である」（p.89）。たとえば、「私の耳に対して発音された外国語の
単語は、私に、この言語一般のことを考えさせることも出来るし、あるいは、この単語をかつて


































































































































ることである」（p.107）。いずれにしろ、MM 読解においては、一冊の書物としての MM の論証
構造を織りなす複雑に錯綜した糸を丹念に解きほぐす作業が求められると言えるだろう。このよ
うな作業を通じてこそ、心理学、神経科学、そして形而上学といった諸領野の連関が理解される
はずであるし、さらにその上で、現代の心理学や認知科学等への適用の可能性についても吟味す
ることが出来るだろう。
ベルクソンの神経学的主張自体は端的であるが、その一方で、ヴォルムスも結論において述べ
ているように、MM の読解にはなお継続され深められる余地がある。だから、ベルクソンの神経
学的主張が現代の神経科学の見地から見ていかに容認出来ないものであろうとも、MM の哲学的
試みにおけるその位置を正確に見定めることなしにその価値をないがしろにすることは出来ない
だろう。「ベルクソンと神経科学」を巡る議論は、それゆえ、ベルクソン哲学において、存外に
意義深い問題提起となっていると思われるのである。
 （あまのえみり　哲学哲学史・博士後期課程）
4 「諸記憶は、諸事物そのものにではなく、私の知覚がそこにおいて切り抜く諸イマージュに差し込まれる」（p.103）。
5 「MM の全体的構造は、精神の哲学における意識の地位と呼びうるものを参照している」（p.87）。
